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対象 

校種 

高等学校 

特別支援学校 
 

 

「暗記モノ」からの脱却！より深い理解や思考を促す 

地理歴史科，公民科の授業づくりの視点 
 

地理歴史科，公民科において，より深い理解や思考を促すためには，生徒が「自分事」として

能動的に学びに向かうことが求められる。そこで，生徒が能動的に学びに向かうための具体的な

手立てとその有効性について，実践事例を用いて紹介する。 
 

１ 地理歴史科，公民科の課題 

● 教材研究をすればするほど…，問題分析をすればす

るほど… 

 

 

 

 

● 授業では… 

学力を「知識の量」とし

てのみ捉え，教師が一方的

に知識を伝達・注入するこ

とに終始しがちに… 

 

● 生徒は… 

 

 

 

 

● そうして叩き込んだ知識も，ペーパーテストで点

数を稼ぐといった状況を除けば，現実に意味のある

問題解決にはあまり生きて働くことはなく，当然全

ては忘却の憂き目に… 

 

 

 

 

 このような状況を払拭し，生徒たちが，「学

習内容を人生や社会の在り方と結び付けて深

く理解し，これからの時代に求められる資質・

能力を身に付け，生涯にわたって能動的に学び

続けることができるようにする」ことがこれま

で以上に強く求められている。本稿では，実践

事例を基に，より深い理解や思考を促す地歴公

民科の授業づくりの視点について述べたい。 

２ 生徒を授業の当事者に 

地歴公民科においては，学習内容も多量であ

り，教師による知識伝達型の講義の占めるウェ

イトが大きくなりがちである。教師による講義

にしても，重要なのは，教師の講義を生徒が機

械的に受容するのではなく，「自分事」として

能動的に受容することである。 

「ドライバーズ効果」という言葉を御存じだ

ろうか。ドライブをしているとき，運転手は

しっかり道を覚える。しかし，助手席に座って

いる人は同じ景色を見ていてもなかなか道を

覚えていない。この差は，当事者意識の差に起

因している。運転手は目的地を目指して，「右

だ」，「左だ」と意思決定し，能動的に運転して

いるのである。さて，教室の中で最も能動的に

なっているのは誰か？それは，教師ではないだ 

あれも教えたい！ 
これも教えたい！ 

あれも教えないと！ 
これも教えないと！ 

 
地歴公民科は 

「暗記モノ」 

 
ドリル… 

一問一答… 

 
教えたことを 

活用できない… 
 

 あれだけ教えた

のになかなか 

定着しない… 



ろうか。教科書の内容を自分なりの言葉に再

構成し，アウトプットする。しかし，教師が

能動的になればなるほど，生徒は受動的に

なっていく。その状態で，教師が膨大な情報

をシャワーのように浴びせたとしても，生徒

にはなかなか吸収されることはない。解決す

るためには，生徒をドライバーに，すなわち，

授業の当事者にする必要がある。 

３ 実践事例Ⅰ 

生徒を授業の当事者にするためには，換言

すると，生徒が「自分事」として能動的に学

びに向かうことができるようにするために

は，生徒とのレリバンス（関連性）を重視し 

 た「問い」の設定が重要である。実践事例Ⅰは，

昨年度，当センターの研究協力員が行った実践

である。 

これまでの授業では，政党政治の形態と特

徴，戦後日本の政党政治史などの講義が中心

で，生徒に学習内容を「自分事」として捉えさ

せることが難しかった。選挙権年齢が引き下げ

られ有権者となった生徒が求めていると考え

られるのは，「〇○党と△△党の政策はどこが

異なるのか」，「投票先をどう判断すればよいの

か」，「□□党が◇◇という政策を掲げている

が，それによって社会はどうなるのか」などの

知識であろう。そのような生徒とのレリバンス

を重視した「問い」を組み込むことで，生徒が 

実践事例Ⅰ「現代社会『政党と政治参加』」 

過程 主な発問及び学習活動等 

課 

題 

把 

握 

１ 学習課題を把握する。 

【学習課題】 

選挙では何を基準に一票を投じることが望ましいの

だろうか？ 

２ 何を基準にするか話し合う。 

〔予想される生徒の答え…「政策」，「実績」，「人柄」等〕 

課 

題 

追 

究 

３ 「政策」に焦点を当てて考える。 

大きな政府，小さな政府のどちらが望ましい将来の日

本のモデルになるだろうか？ 

４ 大きな政府派，小さな政府派双方のプレゼンテーション

を基に，自らの考えを再構成する（既習事項の活用）。 

では，どの政党に投票すれば，あなたの考えは政治に

反映されるだろうか？ 

５ 協働して各政党の政策を調べる（2017年の衆議院議員総

選挙の際の公約を参考にインターネット等を利用して情

報収集，分析を行う）。 

６ 各政党の政策や政治的立場を座標軸に可視化し，自分の

考えと比較し，投票先を決める。 

それでは，実際に一票を投じてみよう。 

７ 実際の投票用紙を使用して，模擬投票を実施する。 

課 

題 

解 

決 

８ 学習を振り返って，考えをまとめる。 

【課題解決案】 

選挙で一票を投じる際は，政策，実績，候補者の資質

などを多面的に検討する必要がある。大切なことは，情

報を収集し，自分で考えて判断できるようにすることで

ある。 
 

（県立串良商業高等学校 船木教諭 の実践を基に作成） 

そういう考
えもあるね。も
う一度自分の
考えを吟味し
てみよう。 

情 報 を 収 集
し，自分で考え
判断できるよう
にすることが大
切だね。 

私は「〇〇な政府」が望まし
いと考えました。その根拠は… 

18歳選挙権。私
たちにとって切実
な課題だね。 

各政党の政策や政治的立場
を端的にまとめるのは難しい
ね。 

一票を投じる際は，政策や
実績，候補者の資質など多面
的に検討する必要があるね。 



「自分事」として能動的に学習に取り組み，

主権者として必要な知識や行動力を身に付け

ることができるよう工夫している。 

４ 実践事例Ⅱ 

生徒が「自分事」として能動的に学びに向

かうことができるようにするためには，さら

に，アウトプットの場面を適切に設定するこ

とが有効である。実践事例Ⅱは，当センター

の研究提携校である県立松陽高等学校での実

践である。「個々の歴史的事象の暗記に偏重し

た傾向があり，歴史的事象の原因等の考察や

資料・統計の分析などが苦手」という生徒の 

 実態を踏まえ，生徒が思考・判断・表現する場

面を授業に組み込み，それを促す「問い」を適

切に設定する。そして，設定した「問い」を協

働的に追究したり解決したりする活動を通し

て，より深い思考や理解を促す授業を意図して

いる。具体的には，令和４年度から地理歴史科

において新しく必履修科目として実施される

「歴史総合」を見据え，世界とその中の日本を

広く相互的な視点から捉え，現代的な諸課題の

形成に関わる近現代の歴史の大きな流れを考

察・表現させる学習課題を設定し，より深い思

考や理解を促すために，知識構成型ジグソー法

を取り入れた実践である。 

実践事例Ⅱ「日本史Ａ『大日本帝国の展開－日米関係－』」 

過程 主な学習活動等 

課 

題 

把 

握 

１ 学習課題を把握する。 

【学習課題】 

幕末から明治時代を通して，日米関係はどのように変化したのか。変化があるとすれ

ば変わり目は何か。 

２ 追究方法（ジグソー法）について確認する。 

課 

題 

追 

究 

３ エキスパート活動を行う。 

同じ年代を担当するグループに分かれ，資

料を基に，その年代の日米関係について考察

する。 

1850年代   1860年代       1900年代 

４ ジグソー活動を行う。 

エキスパート活動で考察したことを教え合

い，それぞれの知識を組み合わせ，課題解決

案を練り上げる。 

 

課 

題 

解 

決 

５ 課題解決案を発表する。 

【課題解決案】 

日米関係は，1854 年の日米和親条約締結

後，概ね友好的な状態が続いていたが，1900

年代に対立する状態に変化した。その変わり

目は，1905年のポーツマス条約締結後，日本

が中国東北部の権益の独占を志向した時で

ある。 

６ 学習の振り返りを行い，新たな課題について考察する。 

【新たな課題】 

現在の事象と，どのような点が関連しているだろうか。 

 

【新たな課題の解決案】 

国際社会において，各国は国益を求めて行動する。外交関係もそれに応じて変化する

ものである。 
 

（県立松陽高等学校 北川教諭 の実践を基に作成） 

１ ３ 
２ 

１ ３ 
２ 

１ ３ 
２ 

… 

１ １ 
１ 

２ ２ 
２ 

３ ３ 
３ 

… 

自分は 1850
年代の担当だ
な。1850 年代
のエキスパー
トになって，み
んなに分かり
易く説明する
ぞ！ 

みんなの考えを基
に，課題の解決案を
練り上げよう！ 



授業後の生徒の感想を次に示す（下線は筆

者による）。 

○  グループの代表として責任をもって

1890 年代のことについて積極的に意見を

出してまとめることができた。 

○ 日米関係の変化をグループでよく話し

合うことができた。教科書の内容を見る

より，教え合うことでより理解が深まっ

た。 

○  日米の今の関係に昔のことが深く関

わっていることが分かった。 

知識構成型ジグソー法では，自分のやるべ

きことが明確になるため，生徒一人一人の学

習に責任感が生まれ，積極的に理解しようと

いう意欲が沸きやすくなる。また，エキスパー

ト活動で学んだことを教え合うわけだが，こ

うしたアウトプットの場面設定がより深い理

解や思考を促すことに極めて効果的である。

アウトプットする際，インプットした内容を

そのままコピーして言うのではなく，一度自

分の脳で再構成する。この時，脳が活性化す

る。表現するためには，考えなければならな

い。この再構成のところで，インプットの内

容も，「自分事」として取り込まれ，知識が定

着する。アウトプットするから思考し，そし

て理解も深まるのである。資料１は，米国の

研究機関が発表したラーニングピラミッドを

基に学習方法ごとの学習定着率の違いを示し

たものである。深い理解や思考を促すために

も，グループで議論したり，他の人に教えた

りするなどのアウトプットの場面を効果的に

取り入れたい。 

資料１ 学習方法ごとの学習定着率の違い 

 

 

 

 

 

 

 ５ まとめにかえて 

二つの実践事例を基に，生徒が「自分事」と

して能動的に学びに向かうための手立てとし

て，生徒とのレリバンスを重視した「問い」及

びアウトプットの場面を設定することの有効

性について述べた。学習内容や学習活動が自分

にとって有意味かつ有用であると生徒自身が

感じられるようにすることが授業づくりの大

切な視点であり，そうすることで，教師による

講義も生徒が「自分事」としてインプットする

とともに，より深い理解や思考を促すことがで

きるのである。 

さて，資料２及び資料３は，地歴公民科の新

必履修科目のうち「歴史総合」と「公共」の内

容構成である（下線は筆者による）。 

資料２ 「歴史総合」の内容構成 

Ａ 歴史の扉 

Ｂ 近代化と私たち 

Ｃ 国際秩序の変化や大衆化と私たち 

Ｄ グローバル化と私たち 

資料３ 「公共」の内容構成 

Ａ 公共の扉 

Ｂ 自立した主体としてよりよい社会の形

成に参画する私たち 

Ｃ 持続可能な社会づくりの主体となる私

たち 

この「○○と私たち」という項目名は，学習

を生徒とのレリバンスを基底にして捉え直そ

うとする明確な意図が示されている。「私たち」

たる生徒にとってのレリバンスを重視し，生徒

が学習に「自分事」として能動的に取り組み，

「公民としての資質・能力」を身に付けること

ができるようにすることが求められているこ

とを確認して終わりにしたい。 
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